
大径木を有効活用し
てその価値を高める
ため、試験研究機関
や大学等、様々な場
所で、様々な形で、
研究や分析が進めら
れています。

大径木の価値が高ま
り、森林所有者へ還
元されることが森林
資源の循環利用につ
ながることからも、
これら研究・分析の
成果が積み上がって
いくことが非常に重
要と考えられます。

増える大径木～有効利用に向けた様々な研究・分析～

「季刊森林総研」表紙より
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